
(57)【要約】

本発明は、データユニットのパケット交換伝送をサポー

トするネットワークにおいてパケットデータプロトコル

コンテキストの起動を制御する方法、ネットワーク装置

(2)、及び端末装置(1)に関するものである。プッシュサ

ービスを制御するための情報を格納するデータベース(4

')に、プッシュ情報要素であるHSSプッシュIEを追加す

る。このプッシュ情報要素のプッシュIEはサポートノー

ド機能を有するネットワーク装置(2)に送信される。こ

のプッシュ情報要素は評価されて、これにより、ネット

ワーク側からの要求によるコンテキスト起動手順が制御

され、この結果、不必要なコンテキスト起動の回数を少

なくする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ー タ ユ ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ
プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
(a)デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 を デ ー タ ベ ー ス (4、 4')内 に 格 納 す る 段 階 と 、
(b)ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)か ら 前 記 デ ー タ ベ ー ス (4、 4')に ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 (S2)を 送
信 す る 段 階 で あ っ て 、 そ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 は 、 該 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)に よ り 受 信 さ れ
た デ ー タ ユ ニ ッ ト を 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 端 末 装 置 (1)に ル ー テ ィ ン グ す る よ う に な っ
て い る 送 信 段 階 と 、
(c)前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)に よ り 前 記 デ ー タ ベ ー ス (4、 4')か ら ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 (
S3)を 受 信 す る 段 階 と 、
(d)前 記 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ ュ IE)と の 関 連 で 前 記 ル ー テ ィ ン グ 情 報
応 答 を 評 価 す る 段 階 で あ っ て 、 該 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ ュ IE)に は 、
プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御 す る た め の 情 報 が 含 ま れ て い る 評 価 段 階 と 、
を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)は 、 前 記 ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 (S3)の 前 記 の 評 価 に 基 づ い て 、
デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 (S4'、 S8)を 該 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)か ら 前 記 端 末 装 置 (1)又 は 該
端 末 装 置 (1)に サ ー ビ ス す る サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー ド (3)に 送 信 す る か ど う か を 判 定 す る
請 求 項 1記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 (S8)を 前 記 端 末 装 置 (1)に 送 信 し な い と 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装
置 (2)が 判 定 し た 場 合 に 、 該 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)は 、 該 端 末 装 置 (1)が 前 記 の パ ケ ッ ト デ
ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト 起 動 を 拒 否 し た も の の ご と く に 動 作 す る 請 求 項 2記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 デ ー タ ベ ー ス (4、 4')プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ ュ IE)に よ り 、 前 記 端 末 装 置 (1)に
対 す る プ ッ シ ュ サ ー ビ ス が 許 容 さ れ て い る と 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)が 判 定 し た 場 合 に
、 該 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (GGSNプ ッ シ ュ IE)を 有
す る デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 (S8)を 前 記 端 末 装 置 (1)又 は 前 記 サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー ド (
3)に 送 信 す る 請 求 項 2又 は 請 求 項 3記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 端 末 装 置 (1)は 、 前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 (S8)又 は 前 記 サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー
ド (3)か ら 該 端 末 装 置 (1)に 送 信 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 (S
6')に 含 ま れ て い る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (GGSNプ ッ シ ュ IE)を 使 用 し 、 P
DPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 前 記 の 情 報 要 素 に 基 づ い て 判 定 す る 請 求 項 1～ 4の い
ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ ュ IE)に は 、
(a)プ ッ シ ュ サ ー ビ ス が 許 可 さ れ て い る か ど う か 、 及 び /又 は
(b)ど の タ イ プ の サ ー ビ ス 品 質 の 接 続 が 許 可 さ れ て い る か 、
と い う 情 報 が 含 ま れ て い る 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (GGSNプ ッ シ ュ IE)に は 、 前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト か ら
得 ら れ た 情 報 が 含 ま れ て お り 、 具 体 的 に は 、
(a)前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト の 発 信 元 の イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 、 及 び
(b)前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト の 発 信 元 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 及 び /又 は ポ ー ト 番 号 、
が 含 ま れ て い る 請 求 項 4～ 6の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 デ ー タ ベ ー ス (4、 4')は 、 前 記 端 末 装 置 (1)が ア ク セ ス 可 能 で あ る 場 合 に の み 、 前 記 ル
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ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 内 に 含 ま れ る 前 記 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ ュ IE)で
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)に 応 答 す る 請 求 項 1～ 7の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 (2)は 、 一 般 パ ケ ッ ト 無 線 サ ー ビ ス サ ポ ー ト ノ ー ド で あ り 、 具 体 的
に は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 一 般 パ ケ ッ ト 無 線 サ ー ビ ス サ ポ ー ト ノ ー ド で あ る 請 求 項 1～ 8の い ず れ
か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 一 般 パ ケ ッ ト 無 線 サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 請 求 項 1～ 9の い ず れ
か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 デ ー タ ユ ニ ッ ト は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル パ ケ ッ ト で あ る 請 求 項 1～ 10の い ず れ
か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
デ ー タ ユ ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ
プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で あ っ て 、
(a)ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を 生 成 す る 生 成 手 段 (5)で あ っ て 、 そ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 は 、 前
記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 に よ り 受 信 さ れ た デ ー タ ユ ニ ッ ト を 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 端 末 装 置
(1)に ル ー テ ィ ン グ す る よ う に な っ て い る 生 成 手 段 (5)と 、
(b)前 記 ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を そ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 格 納 す る デ ー タ ベ ー ス に 送 信 し
、 そ の デ ー タ ベ ー ス (4、 4')か ら ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を 受 信 す る 送 受 信 機 手 段 (6)と 、
前 記 デ ー タ ベ ー ス (4、 4')内 に 格 納 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (HSSプ ッ シ
ュ IE)と の 関 連 で 前 記 ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を 評 価 す る 評 価 手 段 (7)で あ っ て 、 前 記 デ ー タ
ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 に は 、 プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御 す る た め の 情 報 が 含 ま れ て い る 評
価 手 段 (7)と 、
を 備 え る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 の 前 記 の 評 価 に 基 づ い て 、 デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 を 前 記 端 末
装 置 (1)又 は 該 端 末 装 置 (1)に サ ー ビ ス す る サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー ド (3)に 送 信 す る か ど
う か を 判 定 す る 判 定 手 段 (8)を 更 に 備 え る 請 求 項 12記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 1～ 11の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 を 実 行 す る 手 段 を 更 に 備 え る 請 求 項 12又 は 13記 載
の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
デ ー タ ユ ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ
プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 端 末 で あ っ て 、
(a)対 応 す る メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と に よ り 、 前 記 パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ
ス ト を 起 動 す る 要 求 を 受 信 す る 送 受 信 機 手 段 (9)と 、
(b)パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る 判 定 手 段 (11)
と 、
(c)プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御 す る プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (プ ッ シ ュ IE)と の 関 連 で 前 記 の 要 求 を
評 価 す る 評 価 手 段 (10)で あ っ て 、 そ の 要 素 は 該 要 求 に 含 ま れ て い る 評 価 手 段 (10)と 、
を 備 え 、
(d)前 記 判 定 手 段 (11)は 、 前 記 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 (プ ッ シ ュ IE)に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト デ ー
タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 端 末 装 置
。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 1～ 11の い ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 を 実 行 す る 手 段 に よ っ て 特 徴 付 け ら れ て い る 請 求
項 15記 載 の 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 GPRSや UMTSネ ッ ト ワ ー ク な ど の デ ー タ ユ ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト
す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 方 法
、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 、 及 び 端 末 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
通 常 の モ バ イ ル 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て は 、 回 線 交 換 デ ー タ 伝 送 と パ ケ ッ ト 交 換 デ ー タ
伝 送 と い う 2つ の デ ー タ 伝 送 用 の 主 要 技 術 が 使 用 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ホ ス ト 又 は サ
ー ビ ス プ ロ バ イ ダ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て デ ー タ を 伝 送 し よ う と す る 場 合 、 回 線 交 換 の
領 域 で は ネ ッ ト ワ ー ク は 、 無 線 チ ャ ネ ル を 移 動 局 に 割 り 当 て る こ と に よ り 、 デ ー タ 伝 送 用
の 相 互 接 続 を 確 立 す る 。 そ し て 、 こ の 相 互 接 続 が 確 立 さ れ た 後 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
デ ー タ を 伝 送 す る 。 多 く の 場 合 、 少 量 デ ー タ の 伝 送 を 要 す る だ け で あ る に も 拘 ら ず 、 こ の
相 互 接 続 の 継 続 時 間 を 通 じ て 、 無 線 チ ャ ネ ル は 終 始 移 動 局 に よ っ て 占 有 さ れ る 。 そ し て 、
加 入 者 に は 、 定 期 的 に 、 こ の 相 互 接 続 の 継 続 時 間 の 全 体 に つ い て 課 金 さ れ る の で あ る 。 GS
M(汎 欧 州 移 動 通 信 シ ス テ ム )ネ ッ ト ワ ー ク に お い て は 、 こ の タ イ プ の 回 線 交 換 デ ー タ 伝 送
が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 パ ケ ッ ト 交 換 の 領 域 に お い て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 必 要 な 場 合 に の み 、 即 ち 、 デ ー
タ 伝 送 を 実 行 し な け れ ば な ら な い 場 合 に の み 、 デ ー タ パ ケ ッ ト を 伝 送 す る 。 従 っ て 、 同 一
の 無 線 チ ャ ネ ル を 複 数 の 移 動 局 が 同 時 に 使 用 す る こ と が で き る 。 移 動 局 が デ ー タ パ ケ ッ ト
を 生 成 す る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 空 い て い る 最 初 の 無 線 チ ャ ネ ル を 介 し て 、 そ の パ ケ ッ ト
を 受 信 者 に ル ー テ ィ ン グ す る 。 従 っ て 、 多 く の 場 合 、 デ ー タ 伝 送 は デ ー タ バ ー ス ト か ら 構
成 さ れ て お り 、 無 線 チ ャ ネ ル を 効 率 的 に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 GPRS(一 般 パ ケ ッ ト
無 線 サ ー ビ ス )シ ス テ ム に お い て は 、 こ の タ イ プ の パ ケ ッ ト 交 換 デ ー タ 伝 送 が 使 用 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 こ の GPRSシ ス テ ム は 、 既 存 の GSMシ ス テ ム の 追 加 サ ー ビ ス と し て 提 供 可 能
な も の で あ る 。 即 ち 、 回 線 交 換 デ ー タ 伝 送 と パ ケ ッ ト 交 換 デ ー タ 伝 送 の 両 方 を サ ポ ー ト す
る ネ ッ ト ワ ー ク に な る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
最 近 の パ ケ ッ ト デ ー タ 移 動 局 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト と イ ン ト ラ ネ ッ ト に ア ク セ ス で き る よ う
に な っ て い る 。 従 っ て 、 GPRSデ ー タ 伝 送 で は 、 特 に イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル (IP)を 使 用
し て い る 。 移 動 局 が GPRSシ ス テ ム に 接 続 さ れ 、 PDP(パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル )コ ン テ キ
ス ト (context)が 起 動 さ れ る と 、 端 末 機 器 は 、 移 動 局 を 介 し て デ ー タ パ ケ ッ ト を ア ッ プ リ
ン ク に 送 信 可 能 と な る 。 こ の 反 対 に 、 ホ ス ト も 、 ダ ウ ン リ ン ク を 使 用 し て デ ー タ パ ケ ッ ト
を 端 末 機 器 に 送 信 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の デ ー タ パ ケ ッ ト は 、 GGSN(ゲ ー ト ウ ェ イ GPR
Sサ ポ ー ト ノ ー ド )と SGSN(サ ー ビ ン グ GPRSサ ポ ー ト ノ ー ド )に よ っ て 正 し い ア ド レ ス に ル ー
テ ィ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 移 動 局 は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 前 に 、 GPRSに 接 続 し 、 且 つ PDPコ ン
テ キ ス ト を 起 動 し な け れ ば な ら な い 。 GPRSに 接 続 す る こ と に よ り 、 移 動 局 が 利 用 可 能 で あ
る こ と が ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 通 知 さ れ る 。 こ の 接 続 は 、 移 動 局 と SGSNに よ っ て 行 わ れ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に 、 GPRSに 接 続 し た 後 に 、 移 動 局 は 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る 。 こ の PDPコ ン テ キ ス
ト の 起 動 に よ り 、 対 応 す る GGSNが 当 該 移 動 局 を 認 識 す る こ と に な る 。 こ の 結 果 、 GGSNを 介
し た 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク へ の デ ー タ 伝 送 が 可 能 に な る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 移 動 局 の い ず れ か に よ っ て 要 求 す
る こ と が で き る 。 GPRSシ ス テ ム 及 び UMTS(ユ ニ バ ー サ ル 移 動 通 信 シ ス テ ム )で は 、 対 応 す る
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移 動 局 に PDPコ ン テ キ ス ト が 起 動 さ れ て い な い ア ド レ ス 向 け の デ ー タ パ ケ ッ ト を GGSNが 受
信 し た 場 合 に 、 ETSI(欧 州 電 気 通 信 標 準 化 協 会 )発 行 の 技 術 仕 様 書 「 ETSI TS 123 060、 V3.
2.1(2000-01)」 に 記 述 さ れ て い る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ
ス ト の 起 動 が 使 用 さ れ る 。 GGSNが PDU(プ ロ ト コ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト )通 知 要 求 を 移 動 局 に 対
し て 送 信 し 、 こ の 要 求 に 含 ま れ て い る 情 報 に 基 づ い て 、 対 象 の PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す
る か ど う か を 移 動 局 が 判 定 す る の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し な が ら 、 こ の コ ン テ キ ス ト 起 動 は 、 移 動 局 の 観 点 か ら 見 て 望 ま し く な い こ と が 非 常
に 多 い 。 こ の 場 合 に は 、 移 動 局 は 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 を 拒 否 す る か 、 或 い は 即 座 に 無
効 に す る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 こ の こ と は 不 必 要 な 大 量 の PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 が
発 生 す る た め 、 有 益 で な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
従 っ て 、 コ ン テ キ ス ト 起 動 の 回 数 を 削 減 す る こ と が 本 発 明 の 目 的 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 目 的 は 、 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 を デ ー タ ベ ー ス 内 に 格 納 す る 段 階 と 、 ネ ッ ト
ワ ー ク 装 置 か ら デ ー タ ベ ー ス に ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を 送 信 す る 段 階 で あ っ て 、 こ の ル ー
テ ィ ン グ 情 報 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 受 信 す る デ ー タ ユ ニ ッ ト を 、 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 端 末
装 置 に ル ー テ ィ ン グ す る よ う に な っ て い る 送 信 段 階 と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が デ ー タ ベ ー ス
か ら ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を 受 信 す る 段 階 と 、 デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 と の 関 連 で
ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を 評 価 す る 段 階 で あ っ て 、 そ の デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要 素 に は
、 プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御 す る た め の 情 報 が 含 ま れ て い る 評 価 段 階 と 、 を 有 す る デ ー タ ユ
ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ
ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 方 法 に よ り 、 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 前 述 の 目 的 は 、 ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を 生 成 す る 生 成 手 段 で あ っ て 、 そ の ル ー テ ィ
ン グ 情 報 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 受 信 す る デ ー タ ユ ニ ッ ト を 、 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 端 末 装 置
に ル ー テ ィ ン グ す る よ う に な っ て い る 生 成 手 段 と 、 ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 格 納 す る デ ー タ ベ
ー ス に 対 し て ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を 送 信 し 、 デ ー タ ベ ー ス か ら ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を
受 信 す る 送 受 信 機 手 段 と 、 デ ー タ ベ ー ス 内 に 格 納 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス プ ッ シ ュ 情 報 要
素 と の 関 連 で ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 を 評 価 す る 評 価 手 段 で あ っ て 、 そ の デ ー タ ベ ー ス プ ッ
シ ュ 情 報 要 素 に は 、 プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御 す る た め の 情 報 が 含 ま れ て い る 評 価 手 段 と 、
を 備 え る デ ー タ ユ ニ ッ ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ
ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 に よ り 、 実 現 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 前 述 の 目 的 は 、 対 応 す る メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と に よ り 、 パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト
コ ル コ ン テ キ ス ト を 起 動 す る た め の 要 求 を 受 信 す る 送 受 信 機 手 段 と 、 パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ
ト コ ル コ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 プ ッ シ ュ サ ー ビ ス を 制 御
す る た め の プ ッ シ ュ 情 報 要 素 と の 関 連 で 要 求 を 評 価 す る 評 価 手 段 と 、 を 備 え 、 情 報 要 素 は
、 要 求 の 中 に 含 ま れ て お り 、 判 定 手 段 は 、 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 に 基 づ い て パ ケ ッ ト デ ー タ プ
ロ ト コ ル コ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る よ う に 設 計 さ れ て い る デ ー タ ユ ニ ッ
ト の パ ケ ッ ト 交 換 伝 送 を サ ポ ー ト す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て パ ケ ッ ト デ ー タ プ ロ ト コ ル コ
ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 端 末 装 置 に よ り 、 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 中 心 と な る 考 え 方 は 、 所 謂 プ ッ シ ュ (push)サ ー ビ ス に 関 す る 追 加 情 報 、 即 ち 、 前
述 の プ ッ シ ュ 情 報 要 素 を 提 供 し よ う と い う も の で あ る 。 プ ッ シ ュ サ ー ビ ス は 、 例 え ば 、 GG
SNな ど の GPRSサ ポ ー ト ノ ー ド (GSN)や 、 WAP(無 線 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル )ゲ ー ト ウ ェ
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イ の よ う な そ の 他 の ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 端 末 装 置 や WAP端 末 な ど の モ バ イ ル 端 末 へ の 能 動 的
な 情 報 配 信 な ど の 、 端 末 装 置 の ユ ー ザ に よ る も の で は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 側 か ら 開 始 さ
れ る サ ー ビ ス で あ る と 規 定 さ れ る 。 こ の 追 加 情 報 に よ り 、 コ ン テ キ ス ト 起 動 の 確 立 に 関 し
て 、 ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ セ ス を 実 行 で き る よ う に な る 。 こ の 結 果 、 不 必 要 な PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 を 削 減 す る こ と が で き る 。 こ の 削 減 に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク リ ソ ー ス が 節 約 さ れ 、
結 果 的 に 費 用 が 節 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 は 、 ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 の 評 価 結 果 に 基 づ い た ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ セ
ス の 第 1フ ェ ー ズ (phase)に お い て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 か ら 端 末 装 置 又 は 端 末 装 置 に サ ー ビ
ス す る サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー ド に 対 し 、 デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求 を 送 信 す る か ど う か を
判 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の フ ェ ー ズ に お い て 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 の 回 数 が 第 1の 量
だ け 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
端 末 装 置 は 、 ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ セ ス の 第 2フ ェ ー ズ に お い て 、 デ ー タ ユ ニ ッ ト 通 知 要 求
又 は サ ー ビ ン グ サ ポ ー ト ノ ー ド か ら 端 末 装 置 に 送 信 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ 制 御 コ ン テ キ ス
ト 起 動 要 求 に 含 ま れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 を 使 用 し 、 PDPコ ン テ キ ス
ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 結 果 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 の 回
数 が 第 2の 量 だ け 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
有 益 な 拡 張 は 、 従 属 請 求 項 に 規 定 さ れ て い る 。
本 明 細 書 に お い て は 、 以 下 の 添 付 図 面 を 参 照 し 、 好 適 な 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 に つ い て
詳 細 に 説 明 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
図 1は 、 パ ケ ッ ト 交 換 接 続 端 末 装 置 が GPRSシ ス テ ム に お い て 使 用 さ れ る 移 動 局 (MS)1と し て
実 施 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 を 示 し て い る 。 こ
の MS1は 、 モ バ イ ル 端 末 と 端 末 機 器 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら モ バ イ ル 端 末 及 び 端 末 機
器 は 、 そ れ ぞ れ 別 個 の 装 置 と し て 実 施 す る こ と も 可 能 で あ り 、 単 一 の 装 置 に 統 合 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 、 GPRSシ ス テ ム の 一 部 と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 提 供 さ れ て お り 、 こ の ネ ッ ト ワ ー
ク 装 置 は 、 サ ポ ー ト ノ ー ド (SN)、 即 ち 、 GPRSサ ポ ー ト ノ ー ド (GSN)と し て 実 施 さ れ て お り
、 具 体 的 に は 、 GGSN2と し て 実 施 さ れ て い る 。 こ の GGSNは 、 PDPア ド レ ス を 評 価 す る こ と に
よ り 、 パ ケ ッ ト デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク が ア ク セ ス す る ノ ー ド で あ る 。 こ れ に は 、 接 続 さ れ る
GPRSユ ー ザ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 が 入 っ て い る 。 こ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 使 用 し 、 MSの 現 在
の 接 続 ポ イ ン ト 、 即 ち 、 SGSN3へ N-PDUを ト ン ネ リ ン グ す る 。 GGSN2は 、 デ ー タ ベ ー ス 、 即
ち 、 ホ ー ム 位 置 レ ジ ス タ (HLR)4か ら 位 置 情 報 を 要 求 す る こ と が で き る 。 GGSN2は 、 GPRSを
サ ポ ー ト す る 公 衆 陸 上 移 動 ネ ッ ト ワ ー ク (GSM PLMN)と パ ケ ッ ト デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク (PDN)
の 相 互 接 続 に お け る 第 1ポ イ ン ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
SGSN3は 、 MS1に 対 し て サ ー ビ ス す る ノ ー ド で あ る 。 こ の SGSN3は 、 GPRS及 び /又 は UMTSを サ
ポ ー ト し て い る 。 GPRSに 接 続 す る 際 に 、 SGSN3は 、 例 え ば 、 MS1の 移 動 性 と セ キ ュ リ テ ィ に
関 連 す る 情 報 を 含 む 移 動 性 管 理 コ ン テ キ ス ト を 確 立 す る 。 そ し て 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起
動 す る 際 に 、 SGSN3は 、 そ の 加 入 者 が 使 用 す る こ と に な る GGSN2と と も に 、 ル ー テ ィ ン グ の
た め に 使 用 さ れ る PDPコ ン テ キ ス ト を 確 立 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ れ ら SGSN3及 び GGSN2の 機 能 は 、 同 一 の 物 理 ノ ー ド に 統 合 す る こ と も 可 能 で あ り 、 別 個 の
物 理 ノ ー ド に 配 置 す る こ と も で き る 。 SGSN3及 び GGSN2に は 、 IPや そ の 他 の ル ー テ ィ ン グ 機
能 が 含 ま れ て お り 、 こ れ ら は 、 IPル ー タ に よ っ て 相 互 接 続 す る こ と が で き る 。 SGSN3と GGS
N2が 異 な る PLMNに 存 在 す る 場 合 に は 、 そ れ ら は 、 適 切 な イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 即 ち 、 所 謂 Gp
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イ ン タ ー フ ェ イ ス を 介 し て 相 互 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
HLR4に は 、 MS1が 位 置 し て い る 移 動 交 換 局 (MSC)へ の 呼 の 課 金 と ル ー テ ィ ン グ を 可 能 に す る
デ ー タ や ル ー テ ィ ン グ 及 び 位 置 情 報 な ど の UMTS及 び GPRS(パ ケ ッ ト 領 域 )の 加 入 者 情 報 が 入
っ て い る 。 従 っ て 、 HLR4は 、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク に お い て モ バ イ ル 加 入 者 が 割 り 当 て ら れ
る と 共 に 加 入 者 情 報 の 格 納 に 使 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 図 1に 示 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 に よ り 、 GGSN2は 、 PDPコ
ン テ キ ス ト の 起 動 を 開 始 す る こ と が で き る 。 ま ず 、 GGSN2は 、 PDP PDUを 受 信 す る と 、 そ の
PDPア ド レ ス に 対 し て PDPコ ン テ キ ス ト が 確 立 さ れ て い る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 そ し て
、 ま だ PDPコ ン テ キ ス ト が 確 立 さ れ て い な い 場 合 に は 、 GGSN2は 、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら
の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 を 開 始 す る こ と に よ り 、 PDP PDUを 供 給 す る べ く 試
み る 。 PDP PDUの MS1へ の 配 信 を 試 み る か ど う か を 決 定 す る た め に GGSN2が 使 用 す る 基 準 は
、 加 入 情 報 に 基 づ い て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 を サ ポ ー ト す る に は 、 GGSN2は PDP
ア ド レ ス に 関 す る 静 的 PDP情 報 を 必 要 と す る 。 対 象 の PDPア ド レ ス に つ い て ネ ッ ト ワ ー ク 側
か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 が サ ポ ー ト さ れ る か ど う か を 決 定 す る た め に 、 GGS
N2は 、 そ の PDPア ド レ ス に 対 す る 静 的 PDP情 報 が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 そ し て
、 こ の チ ェ ッ ク を 実 行 し た 後 に 、 GGSNは 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 手 順 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
段 階 S1に お い て 、 GGSN2は 、 PDP PDUを 受 信 す る 。 次 い で 、 GGSN2は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら
の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 を 開 始 す べ き か ど う か を 決 定 す る 。 GGSN2に は 、 同
一 の PDPア ド レ ス に つ い て 受 信 さ れ る 後 続 の PDP PDUを 格 納 す る 機 能 が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
段 階 S2に お い て 、 GGSN2は 、 コ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 の 開 始 を 決 定 し た 後 に 、 GPRSの ル ー テ
ィ ン グ 情 報 、 即 ち 、 MS1の 国 際 移 動 加 入 者 識 別 子 (IMSI)要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
段 階 S3に お い て 、 S2に よ る こ の 要 求 に 対 し て サ ー ビ ス 可 能 で あ る と HLR4が 決 定 し た 場 合 に
は 、 HLR4は 、 GPRSの ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 メ ッ セ ー ジ を 返 す 。 こ の 応 答 メ ッ セ ー ジ は GGSN
2に 送 付 さ れ る 。 こ れ に は 、 IMSI、 SGSNア ド レ ス 、 及 び 「 移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 (mo
bile-station-not-reachable-reason)」 パ ラ メ ー タ が 含 ま れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の
「 移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 」 パ ラ メ ー タ は 、 HLR4に MNRG(GPRSに よ る 移 動 局 へ の ア ク
セ ス は 不 可 (Mobile Station Not Reachable for GPRS))フ ラ グ が 設 定 さ れ て い る 場 合 に 、
応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る こ と に な る 。 こ の 「 移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 」 パ ラ メ ー タ
は 、 MNRR(移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 (Mobile Station Not Reachable Reason))レ コ ー
ド に 格 納 さ れ て い る MNRGフ ラ グ の 設 定 に 対 す る 理 由 を 示 し て い る 。 MNRRレ コ ー ド に 「 呼 び
出 し に 対 す る 応 答 な し (No Paging Response)」 以 外 の 理 由 が 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 HLR4
は 、 そ の 加 入 者 の GGSNリ ス ト に GGSN番 号 を 入 れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 段 階 S2に よ る 要 求 に 対 し て サ ー ビ ス で き な い と HLR4が 決 定 し た 場 合 に は 、 例 え ば 、
HLR4に お い て 、 IMSIが 不 明 で あ る 場 合 、 HLR4は 、 IMSI及 び MAP(移 動 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 部 (M
obile Application Part))エ ラ ー の 原 因 を 含 む GPRSの ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 メ ッ セ ー ジ を
送 信 す る 。 こ の MAPエ ラ ー の 原 因 は 、 否 定 的 な 応 答 の 理 由 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
SGSNア ド レ ス が 存 在 す る と 共 に 、 「 移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 」 が 存 在 し て い な い か 、
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或 い は 「 移 動 局 へ の ア ク セ ス 不 可 理 由 」 が 「 呼 び 出 し に 対 す る 応 答 な し 」 を 示 す 場 合 に は
、 GGSN2は 、 HLR4が 示 し た SGSN3に 対 し て PDU通 知 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 。 こ の PDU通 知
要 求 に は 、 IMSI、 PDPタ イ プ 、 PDPア ド レ ス 、 及 び ア ク セ ス ポ イ ン ト 名 (APN)が 含 ま れ て い
る 。 一 方 、 前 述 の 条 件 が 満 た さ れ な い 場 合 に は 、 GGSN2は 、 そ の MS1に 対 し て MNRGフ ラ グ を
設 定 す る 。 段 階 S5に よ り 、 SGSN3は 、 PDPア ド レ ス が 示 し て い る PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す
る よ う に MS1に 要 求 す る こ と を 承 認 す る た め に 、 PDU通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ を GGSN2に 返 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
段 階 S6に よ り 、 SGSN3は 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 し 、 指 示 し た PDPコ
ン テ キ ス ト を 起 動 す る よ う に MS1に 対 し て 要 求 す る 。 こ の PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 メ ッ セ ー ジ
に は 、 PDPタ イ プ 、 PDPア ド レ ス 、 及 び APNが 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
段 階 S7に 示 さ れ て い る よ う に 、 最 終 的 な PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 に よ り 、 PDPコ ン テ キ ス
ト が 最 終 的 に 起 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 2は 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動
手 順 を 示 し て い る 。 特 に 、 モ バ イ ル 端 末 の ユ ー ザ の 側 か ら で は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら
プ ッ シ ュ (push)サ ー ビ ス を 開 始 し よ う と す る 場 合 、 こ の 種 の サ ー ビ ス は 、 移 動 局 の ユ ー ザ
の 観 点 か ら 見 て 望 ま し く な い た め に 結 果 的 に 遮 断 さ れ た り 、 或 い は 、 例 え ば 、 料 金 が 未 払
い の た め に サ ー ビ ス が 無 効 に な っ て い る 場 合 な ど に は 、 こ の 種 の サ ー ビ ス は 、 ネ ッ ト ワ ー
ク 側 の 観 点 か ら 見 て も 許 容 で き な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う な 場 合 に 、 サ ー バ /ホ ス ト が PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 し よ う と し て も 、 こ の 種 の PD
Pコ ン テ キ ス ト 起 動 は 確 立 さ れ な い よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に
よ れ ば 、 図 1を 参 照 し て 説 明 し た 手 順 に 対 し 、 2つ の フ ェ ー ズ の ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ セ ス が
追 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 2に お い て 、 構 成 要 素 の MS1、 GGSN2、 及 び SGSN3は 、 図 1の も の と 同 一 で あ る 。 し か し 、 H
LR4は 、 HSS(ホ ー ム 加 入 者 サ ー バ )プ ッ シ ュ IE(情 報 要 素 (information element))を HLR又 は
個 々 の HSSに 追 加 す る こ と に よ り 、 変 更 さ れ る 。 HSSは 、 HLRと 同 一 の 機 能 を 有 し て い る が
、 IPネ ッ ト ワ ー ク と し て の UMTSコ ア ネ ッ ト ワ ー ク に お け る も の で あ る 。 こ の 変 更 は 、 図 2
に お い て は 、 ブ ロ ッ ク 4を ブ ロ ッ ク 4'と 改 名 す る こ と に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
HSSプ ッ シ ュ IEに は 、 例 え ば 、 「 SIP(セ ッ シ ョ ン 開 始 プ ロ ト コ ル (Session Initiation Pro
tocol))プ ッ シ ュ は 許 可 さ れ て い な い 」 や 「 ベ ス ト エ フ ォ ー ト 型 の QoS(サ ー ビ ス 品 質 (Qual
ity of Service))接 続 の み が 許 容 さ れ て い る 」 な ど の あ る 特 定 の 加 入 者 の プ ッ シ ュ サ ー ビ
ス に 関 す る 情 報 が 含 ま れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の HSSプ ッ シ ュ IEに は 、 端 末 能 力 な ど
に 関 す る 情 報 は 含 ま れ て い な い 。 SIPと は 、 例 え ば 、 GPRSな ど の パ ケ ッ ト 交 換 環 境 に お い
て マ ル チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン 又 は 呼 を 確 立 す る の に 使 用 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン レ ベ ル の プ
ロ ト コ ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
フ ェ ー ズ 1に よ り 、 GGSN2が 、 段 階 S1に 示 さ れ て い る よ う に 、 IPパ ケ ッ ト な ど の PDP PDUを
受 信 し た 後 に 、 PDPコ ン テ キ ス ト が 存 在 し て い な い 場 合 、 段 階 S2に 示 さ れ て い る よ う に 、 G
PRS(即 ち 、 MS1)の ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 要 求 す る と 、 HLR/HSS4'は 、 段 階 S3に お い て 、 ル ー
テ ィ ン グ 情 報 メ ッ セ ー ジ で HSSプ ッ シ ュ IEを 返 す (但 し 、 こ れ は 、 MS1が ア ク セ ス 可 能 な 場
合 の み で あ る )。
【 ０ ０ ３ ８ 】
HLR/HSS4'か ら 受 信 し た 情 報 に 基 づ き 、 GGSN2は 、 あ る タ イ プ の メ ッ セ ー ジ に 対 し て 、 MS1
に PDU通 知 要 求 を 一 切 送 信 し な い も の と 判 定 す る 。 こ の 結 果 、 GGSN2は 、 MS1が PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 を 拒 否 し た か の よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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従 っ て 、 こ の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 は 、 段 階 S
3の 後 に 終 了 す る こ と に な り 、 大 量 の デ ー タ ト ラ フ ィ ッ ク が 回 避 さ れ 、 こ の 結 果 、 そ の 他
の 目 的 に 使 用 で き る よ う 、 ネ ッ ト ワ ー ク リ ソ ー ス が 空 き 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
し か し な が ら 、 HSSプ ッ シ ュ IEの 観 点 か ら 見 て 、 そ の メ ッ セ ー ジ タ イ プ が 受 け 入 れ 可 能 な
場 合 に は 、 フ ェ ー ズ 2に 進 む 。 そ し て 、 段 階 S4'に よ り 、 新 し い パ ラ メ ー タ 、 即 ち 、 GGSNプ
ッ シ ュ IEを 含 む PDU通 知 要 求 が GGSN2か ら SGSN3に 対 し て 送 信 さ れ る 。 こ の GGSNプ ッ シ ュ IE
に は 、 受 信 し た PDP PDU(段 階 S1)か ら 生 成 さ れ た 情 報 、 即 ち 、 「 発 信 元 IPア ド レ ス 」 や 「
ア プ リ ケ ー シ ョ ン /ポ ー ト 番 号 」 の よ う な IPパ ケ ッ ト が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
SGSN3は 、 こ の 拡 張 情 報 、 即 ち 、 GGSNプ ッ シ ュ IEを 使 用 し 、 段 階 S5'に お い て PDU通 知 応 答
を GGSN2に 送 信 す る か ど う か を 判 定 す る が 、 こ の 応 答 を 送 信 す る 場 合 に は 、 そ の 応 答 は 、 G
GSNプ ッ シ ュ IEに 対 応 す る 情 報 に よ っ て 変 更 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 SGSN3は 、 段 階 S6'に お
い て 、 GGSNプ ッ シ ュ IEに よ る 追 加 情 報 を 含 む PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 を 送 信 す る 。 こ の
よ う に し て 、 MS1は 、 こ の 追 加 情 報 を 使 用 し 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
結 論 と し て 、 HLR/HSS4'に 格 納 さ れ て い る HSSプ ッ シ ュ IEに よ り 、 GGSN2、 SGSN3、 及 び /又
は MS1は 、 プ ッ シ ュ IEの 追 加 情 報 に 基 づ い て 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定
す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 GGSN2が PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す べ き で な い と 決 定 し
た 場 合 に は 、 段 階 S4'、 S5'、 S6'、 及 び S7'に よ る す べ て の デ ー タ ト ラ フ ィ ッ ク が 回 避 さ れ
る 。 し か し 、 GGSN2が 、 コ ン テ キ ス ト 起 動 を 継 続 す る こ と を 決 定 し た 場 合 、 少 な く と も 、 M
S1は 、 段 階 S6'の 期 間 に SGSN3か ら MS1に 送 信 さ れ る プ ッ シ ュ IEの 追 加 情 報 に 基 づ い て 、 段
階 S7'に よ る 最 終 的 な PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 に よ っ て 最 終 的 に PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動
す る か ど う か を 判 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か の
最 終 的 な 判 定 は 、 MS1に 委 ね ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 3は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 を 示 し て い る 。 MS1、 GGSN2、 SGSN3、 及 び HLR/HSS4'は 、 図 2
の も の と 同 一 で あ る 。 さ ら に 、 段 階 S1、 S2、 及 び S3も 、 図 2の も の と 同 一 で あ る 。 し か し
な が ら 、 図 3に お い て は 、 GGSNプ ッ シ ュ IEを 含 む PDU通 知 要 求 は 、 SGSN3に は 送 信 さ れ ず 、
段 階 S8に 示 さ れ て い る よ う に 、 MS1に 対 し て 直 接 送 信 さ れ て い る 。 従 っ て 、 MS1は 、 GGSNプ
ッ シ ュ IEを 直 接 使 用 し 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う か を 判 定 す る 。 そ し て 、 PDPコ
ン テ キ ス ト を 起 動 す る こ と を MS1が 決 定 し た 場 合 に は 、 段 階 S9に よ る 最 終 的 な PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 手 順 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 4は 、 PDPコ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る GGSN2及 び /又 は SGSN3な ど の サ ポ ー ト ノ ー ド の
機 能 を 実 施 す る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置
は 、 HLR4へ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を 生 成 す る プ ロ グ ラ ム 可 能 な マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ 、
集 積 回 路 、 又 は 機 能 な ど の 生 成 ユ ニ ッ ト 5を 備 え て い る 。 こ の 生 成 ユ ニ ッ ト 5は 、 生 成 し た
ル ー テ ィ ン グ 情 報 要 求 を HLR/HSS4'に 送 信 す る 送 受 信 機 6と 接 続 さ れ て い る 。 HLR/HSS4'か
ら ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 に 送 信 さ れ た ル ー テ ィ ン グ 情 報 応 答 は 、 送 受 信 機 6に よ っ て 受 信 さ れ
、 こ の 送 受 信 機 6に 接 続 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 可 能 な マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ 、 集 積 回 路 、
又 は 機 能 な ど の 評 価 ユ ニ ッ ト 7に よ っ て 評 価 さ れ る 。 こ の 評 価 ユ ニ ッ ト 7は 、 ル ー テ ィ ン 情
報 応 答 内 に あ る と 思 わ れ る HSSプ ッ シ ュ IEと の 関 連 で 、 送 受 信 機 6が 受 信 し た ル ー テ ィ ン グ
情 報 応 答 を 評 価 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で あ る 判 定 ユ ニ ッ
ト 8は 、 加 入 者 の た め の プ ッ シ ュ サ ー ビ ス に 関 す る HSSプ ッ シ ュ IE情 報 に 従 い 、 評 価 ユ ニ ッ
ト 7の 評 価 結 果 に 基 づ い て 、 PDU通 知 要 求 を MS1又 は MS1に サ ー ビ ス す る SGSN3に 送 信 す る か
ど う か を 判 定 す る 。 こ の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 8は 、 生 成 ユ ニ ッ ト 5、 送 受 信 機 6、 及 び 評 価
ユ ニ ッ ト 7の 動 作 を 調 整 す る た め に 、 こ れ ら の ユ ニ ッ ト /装 置 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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図 5は 、 端 末 装 置 、 例 え ば 、 PDPコ ン テ キ ス ト の 起 動 を 制 御 す る 機 能 を 具 備 す る MS1の 概 略
ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム を 示 し て い る 。 こ の 端 末 装 置 は 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 を 受 信
す る 送 受 信 機 9を 備 え て い る 。 送 受 信 機 9は 、 受 信 し た PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 を GGSNプ
ッ シ ュ IEと の 関 係 で 評 価 す る よ う に 設 計 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 可 能 な マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー
ラ 、 集 積 回 路 、 又 は 機 能 な ど の 評 価 ユ ニ ッ ト 10と 接 続 さ れ て い る 。 こ の GGSNプ ッ シ ュ IEは
、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 要 求 か ら 抽 出 さ れ 、 評 価 ユ ニ ッ ト 10に 接 続 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム
可 能 な マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ 、 集 積 回 路 、 又 は 機 能 な ど の 判 定 ユ ニ ッ ト 11に 送 付 さ れ る 。
判 定 ユ ニ ッ ト 11は 、 受 信 し た プ ッ シ ュ IEに 基 づ い て 、 PDPコ ン テ キ ス ト を 起 動 す る か ど う
か を 判 定 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ て い る 。 判 定 結 果 が 肯 定 的 な も の で あ っ た 場 合 に は 、
即 ち 、 PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 を 実 行 す る 場 合 に は 、 対 応 す る メ ッ セ ー ジ が 、 判 定 ユ ニ ッ ト 1
1と 送 受 信 機 9間 の 接 続 を 介 し 、 送 受 信 機 9へ 、 そ し て 次 に GGSN2に 送 信 さ れ る 。 送 受 信 機 9
、 評 価 ユ ニ ッ ト 10、 及 び 判 定 ユ ニ ッ ト 11は 、 こ れ ら の ユ ニ ッ ト /装 置 間 の 動 作 を 調 整 す る
マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 12に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 追 加 情 報 を HLR/HSSデ ー タ ベ ー ス に 供 給 す る こ と に よ り 、 パ ケ ッ ト 交 換
ネ ッ ト ワ ー ク 並 び に GSMネ ッ ト ワ ー ク 内 に 統 合 さ れ た GPRSシ ス テ ム な ど の パ ケ ッ ト 交 換 及
び 回 線 交 換 が 混 在 す る ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 不 必 要 な PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 を 少 な く す
る こ と が で き る 。 発 信 元 IPア ド レ ス /ポ ー ト 番 号 な ど の 追 加 情 報 を MSに 送 信 す れ ば 、 例 え
ば 、 そ の IPパ ケ ッ ト 、 即 ち 、 PDP PDUの ポ ー ト 番 号 と 関 連 付 け ら れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ
ン が 存 在 し な い 場 合 に 、 MSは 、 そ の コ ン テ キ ス ト を 即 座 に 拒 否 で き る よ う に な り 、 有 益 で
あ る 。 こ の 結 果 、 本 発 明 に よ り 、 そ の 他 の 目 的 に 使 用 で き る よ う 、 ネ ッ ト ワ ー ク リ ソ ー ス
が 空 き 状 態 に 維 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 発 明 は 、 上 述 の あ ら か じ め 決 め ら れ た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と に 留 意 さ れ
た い 。 具 体 的 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 を 生 成 す る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 は 、
例 え ば 、 WAPゲ ー ト ウ ェ イ な ど の プ ッ シ ュ プ ロ キ シ サ ー バ な ど 、 ど の よ う な 装 置 で あ っ て
も よ い 。 更 に は 、 プ ッ シ ュ 情 報 要 素 の 供 給 に お い て は 、 任 意 の デ ー タ ベ ー ス を 使 用 可 能 で
あ る と 共 に 、 プ ッ シ ュ 制 御 サ ー ビ ス は 、 任 意 の コ ン テ キ ス ト 起 動 手 順 で 提 供 可 能 で あ る 。
従 っ て 、 好 適 な 実 施 例 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 様 々 に 変 化 し 得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 図 1は 、 従 来 技 術 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ ス ト 起 動 手
順 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2は 、 本 発 明 の 第 1実 施 例 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 手 順 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3は 、 本 発 明 の 第 2実 施 例 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 側 か ら の 要 求 に よ る PDPコ ン テ キ
ス ト 起 動 手 順 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 4は 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5は 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 に よ る 端 末 装 置 の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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(13) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(34) JP 2004-528783 A 2004.9.16



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(35) JP 2004-528783 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36) JP 2004-528783 A 2004.9.16



フロントページの続き

(72)発明者  ムホネン，アフティ
            フィンランド国，エフイーエン－０４６８０　ヒルビハーラ，ホルペリンティエ　３９
(72)発明者  ソイニネン，ヨンヌ
            フィンランド国，エフイーエン－００２５０　ヘルシンキ，ノルデンスキオルディンカトゥ　２　
            ベー　２９
(72)発明者  スターク，イェンス
            フィンランド国，エフイーエン－００４２０　ヘルシンキ，クラネーティティエ　１２　デー　５
            ４
Ｆターム(参考) 5K067 AA13  BB21  CC08  DD23  DD27  DD52  EE02  EE10  EE16  GG01 
　　　　 　　        GG11  HH21  HH23 

(37) JP 2004-528783 A 2004.9.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

